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浅
田
宗
伯
主
要
著
作
一
覧

　

浅
田
宗
伯
の
著
述
八
十
部
二
〇
〇
巻
に
及
ぶ
と
い
う
。
そ
の
全
て

を
網
羅
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。
浅
田
宗
伯
著
作
に
つ
い

て
は
、
真
柳
誠
「
浅
田
宗
伯
の
著
述
と
そ
の
所
在
」（『
漢
方
の
臨
床
』

37
巻
９
号
）、
主
要
著
作
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
弥
人
「
浅

田
宗
伯
先
生
の
著
書
の
紹
介
」（『
漢
方
の
臨
床
』
41
巻
３
号
）
が
そ

れ
ぞ
れ
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
こ
で
は
、
復
刻
あ
る
い
は
翻
字
本
と
し
て
現
在
手
に
入
り
や
す

い
書
籍
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
事
業
の
成
果

で
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、
貴
重
書
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
時
代

に
な
っ
た
。
可
能
な
限
り
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
確
認
で
き
る
も
の
を
選
択
し
表

に
記
し
た
。
掲
載
順
は
『
医
学
智
環
』
巻
末
「
栗
園
先
生
脈
病
証
治

著
述
」、『
勿
誤
堂
塾
規
』、『
勿
誤
薬
室
「
方
函
」「
口
訣
」
釈
義

（
長
谷
川
弥
人
著
・
創
元
社
２
０
０
５
）』「
浅
田
栗
園
先
生
主
要
著
作

一
覧
」
を
参
考
に
し
た
。

書
名

ヨ
ミ

復
刻
及
び

翻
字
本

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

医
訓

栗
園
医
訓

り
つ
え
ん
い

く
ん

写
本

選
集
1

『
橘
窓
書
影
』
に
前
付
き

脈
病
証
治
四
課
の
書
（
以
下
の
八
部
を
学
び
、
小
成
と
な
る
。）

脈

脈
法
私
言

み
ゃ
く
ほ
う

し
げ
ん

明
治
14
年

再
版

選
集
2
・

集
成
100

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317204/

病

傷
寒
弁
要

し
ょ
う
か
ん

べ
ん
よ
う

明
治
14
年

刊

選
集
2

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/300091754/

病

雑
病
弁
要

ざ
つ
び
ょ
う

べ
ん
よ
う

明
治
14
年

再
版

選
集
3

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100268575/

証

傷
寒
雑
病
弁

証

し
ょ
う
か
ん

ざ
つ
び
ょ
う

べ
ん
し
ょ
う

写
本
嘉
永

6
年
序

選
集
2

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100452144/

治

古
方
薬
議

こ
ほ
う
や
く

ぎ

写
本
文
久

3
年
序

※
注
1

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100335730/

治

傷
寒
翼
方

し
ょ
う
か
ん

よ
く
ほ
う

明
治
14
年

刊

選
集
2

○ https://dl.ndl.go.jp/
pid/833258

治

雑
病
翼
方

ざ
つ
び
ょ
う

よ
く
ほ
う

写
本
明
治

2
年
識
語

選
集
3

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100311022/

治

傷
寒
弁
術

し
ょ
う
か
ん

べ
ん
じ
ゅ
つ

天
保
9
年

序

選
集
1

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100315746/

脈
病
証
治
参
照
書
（
塾
中
講
究
の
書
）

古
典
籍
読
書

指
針

医
学
読
書
規
い
が
く
ど
く

し
ょ
き

写
本
明
治

8
年
自
記

選
集
1

● https://dl.ndl.go.jp/
pid/1911998/1/56

四
課
会
通
書
医
学
典
刑

い
が
く
て
ん

け
い

写
本
明
治

4
年
序

※
注
2

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100314590/

先
哲
医
説
治

験
集

先
哲
医
話

せ
ん
て
つ
い

わ

明
治
13
年

刊

続
選
集
2

・
集
成
100

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317336/

弁
証
集

険
症
百
問

け
ん
し
ょ
う

ひ
ゃ
く
も
ん

写
本
天
保

14
年
序

続
選
集
1
吉
益
南
涯
・
華
岡
青
洲
解

答
の
『
険
症
百
問
』
に
宗

伯
が
答
え
た
も
の

症
例
集

橘
窓
書
影

き
っ
そ
う

し
ょ
え
い

明
治
19
年

刊

続
選
集
1

・
集
成
100

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317193/

大
成
：
医
経
経
方
及
び
浅
田
宗
伯
先
生
の
著
述
を
熟
読
体
認
し
て
工
妙
の
域
に
至
れ
ば

其
の
人
に
備
わ
る
。

浅
田
流
処
方

集

勿
誤
薬
室
方

函

ふ
つ
ご
や
く

し
つ
ほ
う
か

ん

明
治
10
年

刊

集
成
95
・

釈
義

● https://dl.ndl.go.jp/
pid/1911463/1/1

書
名

ヨ
ミ

復
刻
及
び

翻
字
本

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

浅
田
門
入
門
の
書
（
朝
夕
暗
誦
）

入
門
書

医
学
智
環

い
が
く
ち
か

ん

明
治
11
年

刊

選
集
1

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317191/

塾
則
及
び
医
訓

門
生
心
構
え
勿
誤
薬
室
学

規

ふ
つ
ご
や
く

し
つ
が
く
き

写
本

選
集
1

● https://dl.ndl.go.jp/
pid/1911970/1/27

教
育
方
針

勿
誤
堂
塾
規
ふ
つ
ご
ど
う

じ
ゅ
く
き

写
本

選
集
1

『
後
芻
言
』
文
中
（
24
ウ

25
オ
）
に
在
り
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浅
田
宗
伯
年
表

　

長
谷
川
弥
人
校
注
解
題
『
浅
田
宗
伯
選
集
』（
谷
口
書
店
１
９
８
７

年
）
第
一
集
の
浅
田
栗
園
先
生
年
譜
、
五
十
嵐
金
三
郎
編
著
『
浅
田

宗
伯
書
簡
集
』（
汲
古
書
店
１
９
８
６
）、
矢
数
道
明
著
『
漢
方
略
史

○
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
で
ロ
グ
イ
ン
な
し
で
閲
覧
可
能
。

●
は
閲
覧
に
ロ
グ
イ
ン
が
必
要
。

選
集
は
『
浅
田
宗
伯
選
集
（
谷
口
書
店1987

）』、
続
選
集
は
『
続
・
浅
田
宗
伯
選
集
（
谷

口
書
店1991

）』、
集
成
は
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
）』、
釈
義
は

『
勿
誤
薬
室
「
方
函
」「
口
訣
」
釈
義
（
長
谷
川
弥
人
著
・
創
元
社2005

）
の
略
称
。

注
1
：
古
方
薬
議
は
木
村
長
久
和
訓
に
な
る
「
和
訓 

古
方
薬
議
・
続
録
」
が
た
に
ぐ
ち

書
店
か
ら
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

注
2
：
医
学
典
刑
は『
翻
字
校
注
医
学
典
刑
』（
渡
辺
浩
二
翻
字
校
・
医
聖
社2015

）
が
あ

る
。

影
印
本
の
な
い
も
の
で
も
一
部
が
翻
字
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
煩
雑

に
な
る
た
め
、
載
せ
て
い
な
い
。

な
お
、「
脈
法
私
言
」、「
傷
寒
弁
要
」、「
雑
病
弁
要
」、「
傷
寒
雑
病
弁
証
」、「
傷
寒
論

識
」
は
谷
口
書
店
よ
り
長
谷
川
弥
人
に
よ
る
訓
読
校
注
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

書
名

ヨ
ミ

復
刻
及
び

翻
字
本

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

浅
田
流
処
方

解
説
集

勿
誤
薬
室
方

函
口
訣

ふ
つ
ご
や
く

し
つ
ほ
う
か

ん
く
け
つ

明
治
11
年

刊

集
成
96
・

釈
義

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317285/

傷
寒
論
解
説
傷
寒
論
識

し
ょ
う
か
ん

ろ
ん
し

写
本

選
集
4
・

集
成
97

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100452170/

金
匱
要
略
解

説

雑
病
論
識

ざ
つ
び
ょ
う

ろ
ん
し

写
本

選
集
5
・

集
成
98

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/300055426/

弁
証
集

続
険
証
百
問
ぞ
く
け
ん

し
ょ
う
ひ
ゃ

く
も
ん

写
本
安
政

2
年
後
記

続
選
集
1
尾
台
榕
堂
門
下
川
瀬
光
の

百
問
に
榕
堂
と
共
に
宗
伯

が
解
答
し
た
も
の

吐
方
規
則

傷
寒
吐
則

し
ょ
う
か
ん

と
そ
く

天
保
14
年

序

続
選
集
2https://kokusho.nijl.

ac.jp/biblio/100314665/

流
行
性
熱
病

症
例
集

治
瘟
編

ち
お
ん
へ
ん

安
政
6
年

序

続
選
集
2https://kokusho.nijl.

ac.jp/biblio/100314712/

流
行
性
熱
病

症
例
集

治
瘟
編
補

ち
お
ん
へ
ん

ほ

安
政
6
年

序

続
選
集
2https://kokusho.nijl.

ac.jp/biblio/100314708/

馬
脾
風
（
ジ

フ
テ
リ
ア
）

治
療
指
針

馬
脾
懲
毖
篇
ば
ひ
ち
ょ
う

ひ
へ
ん

明
治
16
年

刊

影
印
本
な

し
https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317202/

脚
気
治
療
指

針

博
済
堂
脚
気

提
要

は
く
さ
い
ど

う
か
っ
け
て

い
よ
う

明
治
12
年

刊

影
印
本
な

し

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317369/

幼
児
教
育
麻

疹
梅
毒
解
説

書

栗
園
雑
纂

り
つ
え
ん

ざ
っ
さ
ん

明
治
21
年

序

影
印
本
な

し

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317399/

小
児
養
育
書
小
児
寿
草

し
ょ
う
に
こ

と
ぶ
き
ぐ
さ

明
治
20
年

出
版

影
印
本
な

し

● https://dl.ndl.go.jp/
pid/849323/1/1

先
哲
逸
話
集
皇
国
名
医
伝

前
編

こ
う
こ
く
め

い
い
で
ん
ぜ

ん
ぺ
ん

明
治
6
年

出
版

集
成
99

https://kokusho.nijl.
ac.jp/
biblio/300055581/1

先
哲
逸
話
集
皇
国
名
医
伝
こ
う
こ
く
め

い
い
で
ん

嘉
永
4
年

序

集
成
99

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/300055986/

先
哲
逸
話
集
杏
林
雑
話

き
ょ
う
り
ん

ざ
つ
わ

明
治
6
年

出
版

続
選
集
3

・
集
成
99

https://kokusho.nijl.
ac.jp/
biblio/300055581/125

治
療
大
要

（
一
般
向
）

通
俗
医
法
捷

径

つ
う
ぞ
く
い

ほ
う
し
ょ
う

け
い

明
治
23
年

印
刷

続
選
集
3https://kokusho.nijl.

ac.jp/biblio/100317179/

書
名

ヨ
ミ

復
刻
及
び

翻
字
本

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

随
筆
集

牛
渚
漫
録

ぎ
ゅ
う
し
ょ

ま
ん
ろ
く

明
治
14
年

序

影
印
本
な

し

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317194/

随
筆
集

続
牛
渚
漫
録
ぞ
く
ぎ
ゅ
う

し
ょ
ま
ん
ろ

く

明
治
25
年

印
刷

影
印
本
な

し

https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100317198/

漢
詩
集

栗
園
先
生
詩

存

り
つ
え
ん
せ

ん
せ
い
し
ぞ

ん

明
治
10
年

版

影
印
本
な

し

○ https://dl.ndl.go.jp/
pid/993106 

及
び 

/993107

随
筆
集
（
遺

著
）

後
芻
言

こ
う
す
う
げ

ん

明
治
28
年

印
刷

続
選
集
3https://kokusho.nijl.

ac.jp/biblio/100317177/
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年
表
』（
春
陽
堂
１
９
７
９
）
を
参
照
し
、
浅
田
宗
伯
誕
生
よ
り
、
浅

田
宗
伯
没
後
十
六
年
と
な
る
、
明
治
四
十
三
（
１
９
１
０
）
年
和
田

啓
十
郎
『
医
界
之
鉄
椎
』
出
版
ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

ま
た
、
昭
和
漢
方
に
つ
な
が
る
漢
方
医
の
出
生
日
に
つ
い
て
も
参
考

の
た
め
記
載
し
た
。
怱
卒
の
間
に
ま
と
め
た
た
め
、
細
部
確
認
が
行

き
届
か
な
い
こ
と
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

和
暦

西
暦
年
齢

事
項

参
考

文
化
12
年

1815

1
歳

信
州
筑
摩
郡
栗
林
村
（
現
松

本
市
島
立
）
に
生
ま
れ
る
。

父
済
庵
、
母
横
山
氏
、
幼
名

直
民
、
字
識
二
。
長
じ
て
名

を
惟
常
、
字
識
此
と
改
め

る
。
号
栗
園
と
称
す
。

村
井
琴
山
没
す
（1733-1815

）、

『
蘭
学
事
始
』
で
き
る

文
化
13
年

1816

2
歳

文
化
14
年

1817

3
歳

杉
田
玄
白
没
す
（1733-1817

）

文
政
元
年

1818

4
歳

岑
小
翁
没
（1743-1818

）

文
政
2
年

1819

5
歳

多
紀
元
簡
『
観
聚
方
要
補
』
刻

成
る

文
政
3
年

1820

6
歳

原
南
陽
没
す
（1753-1820
）

文
政
4
年

1821

7
歳

文
政
5
年

1822

8
歳

片
倉
鶴
陵
没
す
（1751-1822
）

文
政
6
年

1823

9
歳
麻
疹
に
罹
患

シ
ー
ボ
ル
ト
来
日
す

文
政
7
年

1824

10
歳

文
政
8
年

1825

11
歳

多
紀
元
堅
『
傷
寒
広
要
』
題
言

文
政
9
年

1826

12
歳

文
政
10
年

1827

13
歳
医
書
を
外
舅
熊
谷
珪
碩
、
詩

書
を
松
本
儒
医
木
沢
天
倪
に

学
ぶ
。
父
に
代
わ
り
看
家
に

往
診
し
黄
疸
を
治
す
。

多
紀
元
胤
没
す
（1789-1827

）、

中
西
鷹
山
没
す
（1772-1827

）

和
暦

西
暦
年
齢

事
項

参
考

文
政
11
年

1828

14
歳

川
越
衡
山
没
す
（1758-1828

）、

伊
東
玄
朴
江
戸
開
業

文
政
12
年

1829

15
歳
高
遠
藩
儒
中
村
中
倧
（
中
西

鷹
山
門
下
）
の
塾
で
医
学
を

学
ぶ
。

伊
沢
蘭
軒
没
す
（1777-1829

）

天
保
元
年

1830

16
歳

天
保
2
年

1831

17
歳
高
遠
よ
り
帰
る

稿
本
尾
台
榕
堂
『
橘
黄
医
談
』

序

天
保
3
年

1832

18
歳
京
都
中
西
塾
に
遊
学
。
経
書

を
猪
飼
敬
所
、
史
学
を
頼
山

陽
に
学
ぶ
。

頼
山
陽
没
す
（1781-1832

）、

多
紀
元
堅
『
金
匱
要
略
述
義
』

題
辞

天
保
4
年

1833

19
歳
中
村
中
倧
『
医
喩
』
に
序
す
中
神
琴
渓
没
す
（1743-1833

）

天
保
5
年

1834

20
歳

天
保
6
年

1835

21
歳
京
都
よ
り
帰
郷

華
岡
青
洲
没
す
（1760-1835

）

天
保
7
年

1836

22
歳
伯
父
佐
久
間
氏
（
狭
山
藩

医
）
を
頼
り
江
戸
に
出
て
開

業
す
。

多
紀
元
堅
『
薬
治
通
義
』
自
序

（
天
保
10
年
出
版
）

天
保
8
年

1837

23
歳
狭
山
侯
医
員
。
熱
疫
と
な

る
。『
傷
寒
弁
術
』
を
草
す

本
間
棗
軒
『
瘍
科
秘
録
』（
自

序
）

天
保
9
年

1838

24
歳

父
済
庵
没
す
。
剃
髪
し
宗
伯

（
幕
府
医
官
本
康
宗
円
命
名
）

と
改
名
。『
傷
寒
弁
術
』
序

（
喜
多
村
直
寛
）。
喜
多
村
直

寛
を
介
し
て
多
紀
元
堅
に
謁

す
。

天
保
10
年

1839

25
歳
『
傷
寒
吐
則
』
自
序

蛮
社
の
獄
あ
り

天
保
11
年

1840

26
歳

多
紀
元
堅
、
小
島
学
古
、
喜

多
村
直
寛
等
師
友
を
得
、
医

学
を
磨
き
、
儒
は
安
井
息

軒
、
塩
谷
宕
陰
、
芳
野
金

陵
、
僧
は
南
園
、
松
靄
等
と

交
わ
る
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和
暦

西
暦
年
齢

事
項

参
考

天
保
12
年

1841

27
歳

那
須
恒
徳
没
す
（1773-1841

）、

天
保
改
革
は
じ
ま
る

天
保
13
年

1842

28
歳
『
傷
寒
弁
証
』
初
稿
成
る
、

『
雑
病
弁
要
』
初
稿
成
る
。

多
紀
元
堅
『
金
匱
要
略
述
義
』

自
序
（
安
政
元
年
出
版
）

天
保
14
年

1843
29
歳
『
傷
寒
吐
則
』
序
（
喜
多
村

直
寛
）。
躋
寿
館
の
講
書
と

な
る
。

天
保
15
年

1844

30
歳
『
杏
林
風
藻
』
稿
成
る
（
小

南
寛
序
）

福
井
榕
亭
（
楓
亭
男
）
没
す

（1753-1844

）

弘
化
2
年

1845

31
歳
『
脈
法
私
言
』稿
成
る（
自
序
）

弘
化
3
年

1846

32
歳

弘
化
4
年

1847

33
歳
『
傷
寒
弁
術
』
刻
成
る

嘉
永
元
年

1848

34
歳
年
間
患
者1500
名

小
島
学
古
没
す
（1797-1848

）

嘉
永
2
年

1849

35
歳

蘭
学
禁
止
令
（
外
治
を
除
く
）

下
る
、
喜
多
村
直
寛
『
金
匱
要

略
疎
義
疏
義
』
脱
稿
（
自
序
）

嘉
永
3
年

1850

36
歳

中
川
修
亭
没
す
（1773-1850

）

嘉
永
4
年

1851

37
歳
『
皇
国
名
医
伝
』
序
（
多
紀

元
堅
）、
痘
瘡
流
行
し
数
十

人
を
治
療
す
。

中
村
中
倧
没
す
（1778-1851

）

喜
多
村
直
寛
『
傷
寒
論
疏
義
』

刊
（
多
紀
元
堅
序
）

嘉
永
5
年

1852

38
歳
『
皇
国
名
医
伝
』
刻
成
る
。

喜
多
村
直
寛
『
傷
寒
雑
病
類

方
』
に
後
序
す
。
暑
疫
流
行

病
者
を
治
療
す
。

嘉
永
6
年

1853

39
歳
『
脈
法
私
言
』
序
（
權
藤
行
）

、『
傷
寒
雑
病
弁
証
』
自
序

将
軍
家
慶
没
す
（1793-1853
）

安
政
元
年

1854

40
歳

土
生
玄
碩
没
す
（1768-1854

）、

多
紀
元
堅
『
金
匱
要
略
述
義
』

刊
、
森
立
之
『
神
農
本
草
経
』

（
元
堅
序
）

安
政
2
年

1855

41
歳
幕
府
御
目
見
得
医
師
と
な

る
。『
医
心
方
』
交
合
に
参

加
。
稿
本
『
続
険
証
百
問
』

（
後
記
）

喜
多
村
直
寛
『
晋
唐
名
医
方

選
』
刊
（
自
序
）

和
暦

西
暦
年
齢

事
項

参
考

安
政
3
年

1856

42
歳
『
雑
病
弁
要
』
序
（
喜
多
村

直
寛
）

尾
台
榕
堂
『
類
聚
方
広
義
』

刊
、
多
紀
元
堅
『
雑
病
広
要
』

自
序
（
慶
応
2
年
刊
）

安
政
4
年

1857

43
歳
『
雑
病
補
亡
論
』
跋
、『
皇
国

名
医
伝
前
編
』
序
（
青
山
延

光
）

多
紀
元
堅
没
す
（1796-1857

）、

辻
元
崧
菴
没
す
（1777-1857

）、

多
紀
元
昕
没
す
（1805-1857

）

安
政
5
年

1858

44
歳
年
間
患
者3993

名

将
軍
家
定
没
す
（1824-1858

）、

渋
江
抽
斎
没
す
（1805-1858

）

安
政
6
年

1859

45
歳
『
治
瘟
編
』
序
（
喜
多
村
直

寛
）、
医
学
館
に
徴
さ
れ

『
医
心
方
』
校
勘
の
列
に
加

わ
る
。

佐
藤
一
斎
没
す
（1772-1859

）、

本
間
棗
軒
『
続
瘍
科
秘
録
』

万
延
元
年

1860

46
歳
『
皇
国
名
医
伝
前
編
』
序

（
多
紀
元
佶
）、『
険
証
百
問
』

序
（
今
村
了
庵
）、
傷
寒
弁

証
校
了

安
積
艮
斎
没
す
（1791-1860

）、

『
医
心
方
』
刊
行
完
成
、
新
妻

荘
五
郎
（1860-1930

）
生
ま
れ

る

文
久
元
年

1861

47
歳
徴
士
と
な
る
。
喜
多
村
直
寛

『
金
匱
要
略
疎
義
』
に
序
す
。

文
久
2
年

1862

48
歳
年
間
患
者4591

名
、
尾
台

榕
堂
『
医
余
』
に
跋
す
。
今

村
了
庵
『
医
事
啓
源
』
に
跋

す
。

文
久
3
年

1863

49
歳
稿
本
『
古
方
薬
義
』
序
（
森

立
之
、
今
村
了
庵
）

元
治
元
年

1864

50
歳
稿
本
『
瘍
科
広
要
』
を
著
す
本
間
棗
軒
『
内
科
秘
録
』
版
行

す

慶
応
元
年

1865

51
歳

『
杏
林
雑
話
』
序
（
海
保
元

備
）、
幕
命
に
よ
り
仏
公
使

レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
の
病
を

治
す
。
仏
国
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ

ン
三
世
よ
り
時
計
2
個
・
毛

氈
三
巻
を
贈
ら
れ
る
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和
暦

西
暦
年
齢

事
項

参
考

慶
応
2
年

1866

52
歳

『
先
哲
医
話
』
序
（
棚
谷
善
）

明
治
13
年
刊
、
奥
医
師
法
眼

と
な
る
、
将
軍
家
茂
を
大
阪

城
に
診
す
。
和
宮
・
天
璋
院

の
御
執
匙
を
命
ぜ
ら
る
。

将
軍
家
茂
没
す
（1846-1866

）、

木
村
博
昭
（1866-1931

）
生
ま

れ
る

慶
応
3
年

1867
53
歳
天
璋
君
を
診
察
。
執
匙
静
春

院
、
松
本
良
順
ほ
か
各
西
洋

医
流
を
以
て
後
宮
を
治
療

す
。
宗
伯
漢
方
を
維
持
す
。

尾
台
榕
堂
『
井
見
医
言
（
稿

本
）』
序
（
喜
多
村
直
寛
）、
森

道
伯
（1867-1931

）
生
ま
れ
る

明
治
元
年

1868

54
歳

官
軍
江
戸
攻
略
に
際
し
和

宮
・
天
璋
院
御
命
の
上
書
を

携
え
西
郷
隆
盛
と
談
判
。
徳

川
慶
喜
に
随
い
駿
府
に
あ

り
。
静
岡
藩
士
と
な
る
。

西
洋
医
術
採
用
許
可
令
発
布
。

緒
方
惟
準
典
薬
寮
医
師
と
な

る
、
朝
廷
洋
方
医
任
用
の
初

め
。
福
井
貞
憲
明
治
天
皇
御
匙

役
拝
命
。
全
国
調
査
漢
医
79
％

洋
医
21
％

明
治
2
年

1869

55
歳
『
橘
黄
年
譜
』
を
卒
業

明
治
3
年

1870

56
歳
『
牛
渚
偶
談
』
執
筆

尾
台
榕
堂
没
す
（1799-1870

）、

尾
台
榕
堂
『
方
技
雑
誌
』
序
跋

（
明
治
4
年
刊
行
）、
今
村
了
庵
、

権
田
直
助
、
尾
台
榕
堂
ら
皇
漢

医
道
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

明
治
4
年

1871

57
歳

『
医
学
典
刑
』
序
（
喜
多
村

直
寛
）、『
橘
黄
年
譜
』
稿
成

る
。
牛
込
区
横
寺
町
に
隠
栖

す
る
も
患
者
治
を
乞
う
も
の

益
々
増
す
。

明
治
5
年

1872

58
歳
『
杏
林
雑
話
』
序
（
林
暁
）

本
間
棗
軒
没
す
（1803-1872
）、

和
田
啓
十
郎
（1872-1916

）
生

ま
れ
る

明
治
6
年

1873

59
歳
『
皇
国
名
医
伝
前
編
』
発
刊
、

喜
多
村
直
寛
『
医
方
啓
蒙
』

に
序
す
。

多
紀
元
堅
『
時
還
読
我
書
』
刊

行

明
治
7
年

1874

60
歳
浅
草
蔵
前
に
「
如
春
病
院
」

設
立
し
院
長
と
な
る
（
漢
方

専
門
病
院
の
は
じ
め
）。

医
制
発
布
（
東
京
・
大
阪
・
京

都
で
実
施
）、
医
術
及
び
薬
舗

開
業
試
験
並
び
に
免
許
規
則
改

正
。
中
野
康
章
（1874-1947

）

生
ま
れ
る

和
暦

西
暦
年
齢

事
項

参
考

明
治
8
年

1875

61
歳

『
医
学
読
書
規
』
の
自
序
、

浅
田
宗
伯
ら
漢
医
6
人
清
川

玄
道
宅
で
会
合
し
漢
方
六
科

の
編
纂
を
行
い
、
西
洋
七
科

に
対
抗
す
。

医
術
開
業
試
験
実
施
の
通
達

（
実
施
科
目
は
西
洋
七
科
）、
漢

医2527

人
、
洋
医5123

人
。

明
治
9
年

1876

62
歳

『
勿
誤
薬
室
方
函
』
序
（
今

村
了
庵
）、『
方
読
便
覧
』
自

序
、『
栗
園
先
生
詩
存
』
序

（
今
村
了
庵
ら
）、『
牛
渚
漫

録
』
序
（
今
村
了
庵
）

喜
多
村
直
寛
没
す（1804-1876

）、

多
紀
雲
従（1824-1876

）
没
す
、

湯
本
求
真（1876-1941

）
生
ま
れ

る

明
治
10
年

1877

63
歳
『
勿
誤
薬
室
方
函
』
発
刊
。

今
村
了
庵
『
杏
林
余
興
』
に

序
す
。
今
村
了
庵
『
西
医
指

要
』
に
跋
す
。

明
治
11
年

1878

64
歳

『
勿
誤
薬
室
方
函
口
訣
』
序

（
今
村
了
庵
）
出
版
、『
医
学

智
環
』
後
序
（
神
林
寛
）
出

版
。
東
京
木
挽
町
に
脚
気
専

門
病
院
「
博
済
堂
病
院
」
設

立
し
院
長
と
な
る
。

山
田
業
広
『
経
方
辨
』
出
版

明
治
12
年

1879

65
歳

『
医
学
辨
要（
稿
本
）』（
医
門

捷
径
）自
序
、『
博
済
堂
脚
気

提
要
』序
出
版
、
服
部
甫
庵

『
彭
殤
集
』に
序
す
。
明
宮
嘉

仁
親
王（
大
正
天
皇
）
ご
降

誕
に
あ
た
り
尚
薬
と
な
る
。

温
知
社
設
立
（
社
主
山
田
業
広
）、

『
温
知
医
談
』
発
行
（-1889

）

明
治
13
年

1880

66
歳

『
先
哲
医
話
』
刊
行
、『
暴
瀉

須
知
』
刊
行
、『
了
庵
騰
稿
』

に
序
す
。
温
知
社
幹
部
浅
田

宗
伯
邸
に
参
集
、
道
士
巾
を

着
け
『
仙
桃
集
』
を
賦
す
。

喜
多
村
直
寛
『
医
方
啓
蒙
』
刊

行
、
第
一
回
温
知
社
全
国
大

会
、
東
京
温
知
社
結
成
。
川
越

分
社
（
社
主
安
部
大
造
）
結

成
。
京
都
賛
育
社
（
顧
問
福
井

貞
憲
）
結
成
。

明
治
14
年

1881

67
歳

『
傷
寒
翼
方
』
序
（
今
村
了

庵
）、『
再
刻
傷
寒
弁
要
』

『
再
刻
雑
病
弁
要
』『
再
刻
脈

法
私
言
』
序
（
浅
田
棕
園
）。

温
知
社
二
代
目
社
主
と
な

る
。
内
親
王
滋
宮
ご
降
誕
に

際
し
執
匙
と
な
る
。

山
田
業
広
没
す
（1808-1881

）、

浅
田
宗
伯
温
知
社
二
代
目
社
主

就
任
、
第
二
回
温
知
社
全
国
大

会
開
催
、
和
漢
医
継
続
上
願

す
。
京
都
賛
育
社
『
賛
育
医

談
』
発
行
（-1887

）
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和
暦

西
暦
年
齢

事
項

参
考

明
治
15
年

1882

68
歳
温
知
社
第
三
回
全
国
大
会
開

催
、
盛
会
を
祝
し
席
上
揮
毫

す
。

温
知
社
第
三
回
全
国
大
会
開

催
、
今
村
了
庵
東
京
大
学
講
師

「
和
漢
医
学
史
」
を
講
ず
、
漢

方
開
業
医
の
子
弟
に
し
て
こ
の

年
の
六
月
満
二
十
五
歳
の
も
の

に
限
り
、
開
業
許
可
証
を
与

う
。

明
治
16
年

1883

69
歳

『
医
学
読
書
規
』
序
（
清
川
、

今
村
）、『
馬
脾
懲
毖
篇
』
後

序
（
清
川
玄
道
）、
落
合
の

『
漢
洋
病
名
対
照
録
』
に
序

す
。

医
師
開
業
試
験
及
び
医
師
免
許

規
則
を
布
告
（
漢
医
存
続
の
道

途
絶
す
。
和
漢
医
学
講
習
所

（
温
知
医
学
校
）
開
講
、
太
田

正
隆
杏
雨
社
を
結
成
し
『
和
漢

医
林
新
誌
』
発
行
（-1895

）

明
治
17
年

1884

70
歳
『
方
読
便
覧
』
序
（
税
所
篤

志
、
久
木
田
重
剛
）、
温
知

病
院
誕
生
、
院
長
と
な
る
。

今
村
了
庵
『
洋
方
医
伝
』
を
著

す
。
東
京
「
温
知
病
院
」
設

立
、
浅
田
宗
伯
ら
温
知
社
幹
部

洋
医
代
表
者
を
江
東
中
村
楼
に

招
く
。
石
黒
直
悳
ら
洋
医
代
表

者
、
漢
医
代
表
者
を
芝
紅
葉
館

に
招
く
。
浅
井
国
幹
温
知
社
第

三
代
目
社
主
。
奥
田
謙
造

（1884-1961
）
生
ま
れ
る

明
治
18
年

1885

71
歳
佐
藤
利
信
『
漢
洋
医
通
』
に

足
立
寛
と
共
に
校
閲
。『
温

知
医
談
」
に
「
一
夕
話
」
執

筆
開
始
。

森
立
之
没
す
（1807-1885

）、

河
内
全
節
『
日
本
医
道
沿
革

考
』
著
、
村
瀬
豆
洲
『
幼
幼
家

則
』
発
行

明
治
19
年

1886

72
歳
『
橘
窓
書
影
』
刊
行
、
松
尾

耕
三
『
近
世
名
医
伝
』
に
序

す
。

清
川
玄
道
（
菖
軒
）
没
す

（1838-1886

）

明
治
20
年

1887

73
歳

『
小
児
寿
草
』
出
版
、
温
知

社
解
散
に
よ
り
神
農
像
を
浅

田
宗
伯
に
下
賜
、
浅
田
邸
内

に
社
宇
を
建
設
し
遷
座
式
を

行
う
。

権
田
直
助
没
す
（1809-1887

）、

温
知
社
解
散
、『
賛
育
医
談
』

73
号
を
以
て
休
刊
。

和
暦

西
暦
年
齢

事
項

参
考

明
治
21
年

1888

74
歳
『
脚
気
心
得
』
自
序
、
東
宮

侍
医
職
を
辞
す
。

御
養
育
方
法
改
革
の
名
の
下
に

浅
田
宗
伯
等
漢
医
す
べ
て
侍
医

を
解
任
さ
れ
る
。

明
治
22
年

1889

75
歳
『
続
牛
渚
漫
録
』
後
序
（
今

村
了
庵
）

遠
田
澄
庵
没
す
（1819-1889

）、

村
瀬
豆
洲
『
方
彙
続
貂
』
出

版
、『
温
知
医
談
』
105
号
を
以

て
終
刊
。

明
治
23
年

1890

76
歳
『
通
俗
医
方
捷
径
』
自
序
、

『
澡
泉
余
録
』
発
刊

今
村
了
庵
没
す
（1814-1890

）、

第
一
回
日
本
医
学
会
開
催
（
長

与
専
斎
、
松
本
順
、
長
谷
川
泰

ら
漢
方
抹
殺
論
を
高
唱
）、
第

一
回
帝
国
和
漢
医
総
会
（
帝
国

医
会
）
開
催
、
和
漢
医
開
業
免

許
議
会
請
願
を
目
的
と
す
。

明
治
24
年

1891

77
歳
『
読
史
閑
話
』、『
続
澡
泉
余

録
』
発
刊

第
二
回
帝
国
医
会
開
催
、
和
漢

医
免
許
請
願
細
則
そ
の
他
を
協

議
。
医
師
免
許
規
則
改
正
法
案

を
第
二
回
帝
国
議
会
に
提
出
。

明
治
25
年

1892

78
歳
『
牛
渚
漫
録
、
続
録
』
出
版

服
部
甫
庵
没
す
（1804-1892

）、

回
天
医
会
『
継
興
医
報
』
発

行
、
熊
本
春
雨
社
『
医
心
』
発

行
。
帝
国
医
会
は
医
師
免
許
改

正
規
則
、
皇
漢
医
道
継
続
請
願

を
議
会
毎
に
提
出
。

明
治
26
年

1893

79
歳
『
後
芻
言
』
の
自
序
、
御
召

に
よ
り
東
宮
御
所
に
参
内
す

（
最
後
の
参
内
）。

吉
益
復
軒
没
す
（1819-1893

）、

小
泉
栄
次
郎
『
和
漢
薬
考
』
発

行
、
継
興
医
報
社
結
成
（
社
主

岡
正
吉
）『
継
興
医
報
』
発
行

（-1897

）、
矢
数
格
（1893-

1966

）
生
ま
れ
る
。

明
治
27
年

1894

80
歳

3
月
16
日
浅
田
宗
伯
（
号
栗

園
）
牛
込
の
自
宅
に
て
没

す
。
3
月
22
日
葬
儀
、
東
京

谷
中
天
王
寺
不
動
尊
石
像
下

に
埋
葬
。

漢
医
提
出
の
医
師
免
許
改
正
法

案
は
第
七
議
会
に
お
い
て
大
多

数
の
賛
同
を
得
て
第
一
読
会
を

通
過
す
。
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東
京
都
谷
中
霊
園
案
内
図
・

　
　
　
　
谷
中
霊
園
・
著
名
人
墓
碑

案内図

浅田宗伯墓
（墓所番号：乙 ８号 10 側）

和
暦

西
暦

年
齢

事
項

参
考

明
治
28
年

1895
1
周
忌
『
後
芻
言
』
印
行

赤
沼
金
三
郎
『
浅
田
宗
伯
翁

伝
』
著
、『
和
漢
医
林
新
誌
』

通
巻
202
号
を
以
て
終
刊
。
漢
医

提
出
の
医
師
免
許
改
正
法
案
は

第
八
議
会
に
お
い
て
183
票
中
可

と
す
る
も
の
78
票
、
否
と
す
る

も
の
105
票
。
27
票
の
差
を
以
て

否
決
。
帝
国
医
会
解
散
。

明
治
29
年

1896

3
回
忌

明
治
30
年

1897

4
回
忌

岡
田
昌
春
没
す
（1827-1897

）、

『
継
興
医
報
』
44
号
を
以
て
終

刊
。

明
治
31
年

1898

5
回
忌

中
島
随
象
（1898-1985

）
生
ま

れ
る
。

明
治
32
年

1899

6
回
忌

明
治
33
年

1900

7
回
忌
特
旨
を
以
て
従
四
位
追

贈

浅
井
国
幹
郷
里
名
古
屋
に
帰

り
、
尾
州
藩
名
門
累
代
の
墓
前

に
医
系
断
絶
を
詫
び
る
「
告
墓

文
」
を
捧
げ
、
こ
こ
に
漢
医
存

続
運
動
は
全
く
終
焉
す
。
大
塚

敬
節
（1900-1980
）
生
ま
れ
る

明
治
34
年

1901

8
回
忌

明
治
35
年

1902

9
回
忌

長
与
専
斎
没
す
（1838-1902
）

明
治
36
年

1903

10
回
忌

浅
井
国
幹
没
す
（1848-1903
）

明
治
37
年

1904

11
回
忌

富
士
川
游
『
日
本
医
学
史
』
発

行

明
治
38
年

1905

12
回
忌

村
瀬
豆
洲
没
す
（1830-1905

）、

矢
数
道
明
（1905-2002

）
生
ま

れ
る

明
治
39
年

1906

13
回
忌

明
治
40
年

1907

14
回
忌

山
田
業
精
（
業
広
嗣
子
）
没
す

（1850-1908

）

和
暦

西
暦

年
齢

事
項

参
考

明
治
41
年

1908

15
回
忌

明
治
42
年

1909

16
回
忌

浅
田
恭
悦
（
宗
伯
養
嗣
子
）
没

す
（1856-1909

）

明
治
43
年

1910

17
回
忌

和
田
啓
十
郎
『
医
界
之
鉄
椎
』

を
自
費
出
版

第
75
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
会

日
本
東
洋
医
学
会
・
日
本
医
史
学
会
・
東
亜
医
学
協
会
合
同

浅
田
宗
伯
没
130
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

発
行
日　

令
和
７
年
６
月
７
日

発
行
所　

東
亜
医
学
協
会               

〈
非
売
品
〉




